
社
会
、
経
済
に
活
力
を
生
む

産
学
官
連
携

　

わ
が
国
に
お
け
る
産
学
官
連
携
活
動
の

促
進
は
、１
９
９
５
年
に
制
定
さ
れ
た「
科

学
技
術
基
本
法
」
が
出
発
点
と
な
り
ま
し

た
。
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
て
以
降
、
10

年
以
上
に
わ
た
っ
て
低
迷
し
た
日
本
経
済

を
立
て
直
す
た
め
の
処
方
せ
ん
と
し
て
、

「
科
学
技
術
創
造
立
国
の
構
築
」「
知
的
財

産
立
国
の
構
築
」「
国
立
大
学
法
人
化
を

は
じ
め
と
す
る
大
学
改
革
」
の
３
つ
の
視

点
か
ら
、
種
々
の
政
策
と
活
動
が
推
進
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
の
文
部
科

学
省
に
よ
る
産
学
連
携
等
実
施
状
況
調
査

で
は
、
国
公
立
大
学
（
短
期
大
学
含
む
）

や
高
専
が
民
間
企
業
と
共
同
研
究
を
実
施

し
た
件
数
は
１
万
６
千
３
０
２
件
で
過
去

最
高
と
な
り
、
大
学
等
の
「
知
（
知
識
や

知
恵
）」
に
対
す
る
企
業
ニ
ー
ズ
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。
大
学
で
創
出
さ
れ
た

「
新
し
い
知
」
が
社
会
で
活
用
さ
れ
る
こ

と
で
、
経
済
的
価
値
や
社
会
的
価
値
・
公

共
的
価
値
を
創
出
し
、
社
会
の
活
力
を
生

み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

県
南
唯
一
の
高
等
教
育
研
究

機
関
と
連
携

　

産
学
官
連
携
が
大
き
な
潮
流
と
な
る
中

で
、
自
治
体
も
、
大
学
等
と
い
っ
た
地
域

資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
取
組

が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

平
成
15
年
１
月
17
日
に
、
県
南
で
唯
一
の

高
等
教
育
研
究
機
関
で
あ
る
阿
南
高
専
と

「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

市
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
を
図
る
べ
く
、
環
境
、
教
育
、
Ｉ
Ｔ
、

産
業
、
防
災
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
連
携

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
分
野
ご

と
に
専
門
部
会
を
設
置
し
て
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
専
門
部
会
で
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
基
盤
の
開
発
や
応
用

作
品
の
製
作
な
ど
に
取
り
組
み
、
昨
年
度

か
ら
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
践
し
て
い
ま
す
。

同
校
の
電
気
電
子
工
学
科
准
教
授
の
釜
野

勝
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
こ
う
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
こ
こ
数
年
で
私
た
ち
の

生
活
に
な
じ
み
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

以
前
は
、
光
ら
せ
て
楽
し
む
こ
と
を
中
心

に
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
省
エ

ネ
効
果
や
環
境
へ
の
配
慮
を
意
識
し
た
利

用
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
校
の
教
育

活
動
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　

一
方
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
講

座
で
は
〝
光
ら
せ
て
楽
し
む
〟
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
い
ま
す
。
好
奇
心
旺
盛
な
子

ど
も
た
ち
に
は
、
光
る
こ
と
の
喜
び
か
ら

得
ら
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
興
味
や
関
心
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
し
て
、
今
後
の
連
携
協
力
に
つ
い
て

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
応
用
は
限
り
な
い
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

発
光
効
率
の
向
上
や
発
光
色
の
多
様
化
も

非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
す
が
、
工
業
の

み
な
ら
ず
医
療
や
農
林
水
産
業
と
い
っ
た

分
野
で
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
範
囲
を
さ

ら
に
拡
大
し
て
い
く
に
は
、
そ
の
特
徴
を

生
か
し
た
使
用
用
途
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
徳
島
県
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
バ
レ
イ
構
想
に
よ
る
産
官
の
つ
な
が

り
と
大
学
等
の
持
つ
『
知
』
を
結
集
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
応
用
製
品
の
開
発
・
活
用
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
本
校
も
、
県
南
唯
一
の
高

等
教
育
研
究
機
関
と
し
て
、
そ
の
一
翼
を

担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

調査研究内容 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
南海地震による橘湾沿岸における地震及び津波防災対策

「阿南市」Ｗｅｂサイトの構築
農業用ディーゼル機関の排気ガス浄化
情報化推進計画の策定調査
大潟漁港干潟埋立工事現場における絶滅危惧種への対応検討
と公共モデルの発信
未利用竹材の有効利用と繁殖対策
LED 基盤等開発
LED を活用したまちづくり
阿南市地域における生物多様性の現状
電子自治体構築についての研究
小・中学校及び生涯学習への講師派遣等

　
「
知
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
て
い
る
21
世

紀
に
お
い
て
、
大
学
等
の
「
知
」
を
活
用

す
る
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
産

学
官
連
携
は
そ
の
た
め
の
重
要
な
取
組
で

す
。
全
国
の
自
治
体
で
、
大
学
等
（
短
期

大
学
や
高
専
を
含
む
）
と
い
っ
た
地
域
資

源
を
活
用
し
た
取
組
が
活
発
化
す
る
な
か
、

本
市
も
、
平
成
15
年
度
か
ら
阿
南
工
業
高

等
専
門
学
校
（
阿
南
高
専
）
と
、
平
成
19

年
度
か
ら
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

ビ
ジ
ネ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
攻
と
、

そ
れ
ぞ
れ
多
角
的
分
野
に
お
い
て
連
携
・

協
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
等

の
シ
ー
ズ
（
知
的
財
産
）
と
を
有
機
的
に

結
び
付
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
多

様
な
社
会
の
要
請
に
対
応
で
き
る
人
材
育

成
を
通
し
て
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図

る
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

産
学
官
連
携
で

地
域
産
業
の

活
性
化
を
図
る

特 

集

企 業 × 高 専 ・ 阪 大 × 阿 南 市

■阿南市と阿南高専との連携協力推進事業の経過
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■
平
成
23
年
度 

大
学
等
に
お
け
る

産
学
連
携
等
実
施
状
況
調
査
（
文
部
科
学
省
）

【民間企業との共同研究実施件数及び研究費受入額の推移】

活性化策を検討 共同研究・開発等

調査・研究委託

産学官連携イメージ

連携・協力

産業界

官公庁 大学等
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ま
た
、
平
成
22
年
４
月
に
は
、
全
国
で

初
め
て
と
な
る
高
専
の
施
設
を
活
用
し
た

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
創
業
や
新
技
術
の
研
究
・
開
発
を
促

進
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
同
セ
ン
タ
ー

に
は
、
高
槻
電
器
工
業
㈱
、
㈱
カ
ボ
テ
ッ

ク
、
㈱
バ
ン
ブ
ー
ケ
ミ
カ
ル
研
究
所
の
３

社
が
入
居
し
、高
専
の
「
知
」
と
「
技
術
」

を
活
用
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の

実
用
化
に
向
け
た
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
校
の
地
域
連
携
・
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

長
で
機
械
工
学
科
教
授
の
西
岡　

守
さ
ん

は
、「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

開
設
後
、
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
入
居
企
業
と
阿
南
高
専
は
６
件
の
共

同
研
究
・
受
託
研
究
を
実
施
し
、
特
許
は

５
件
と
共
同
出
願
し
た
実
績
を
残
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
着
実
に
成
果
を
挙

げ
て
お
り
、
今
後
は
、
官
・
阿
南
市
と
学
・

阿
南
高
専
と
の
連
携
を
進
め
、
地
元
企
業

と
と
も
に
新
し
い
形
の
産
学
官
の
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
活
性
化
に
大
学
の

力
を
借
り
る

　

一
方
、
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

ビ
ジ
ネ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
攻
と
の

連
携
協
力
は
、
本
市
が
50
周
年
を
迎
え
た

平
成
20
年
か
ら
実
質
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

「
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｙ　
ｏ
ｎ　

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｕ
ｓ
（
キ
ャ
ン
パ
ス
に
社
会
の
卓
越
し

た
力
を
導
入
し
て
教
育
・
研
究
力
を
強
化

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
卓
越
し
た
力
を
社
会

に
直
結
さ
せ
る
）」
を
産
学
官
連
携
の
理

念
と
す
る
大
阪
大
学
は
、
産
学
連
携
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
数
多
く
の
実
績
を
残
し

て
い
ま
す
。
そ
の
卓
越
し
た
基
礎
研
究
に

基
づ
く
大
学
の
「
知
」
と
、
関
西
圏
か
ら

の
「
新
た
な
発
想
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
本
市
の
産
業
振
興
や
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う
と
、「
も
の
づ
く

り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
ひ
と
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
間
交
流
や
地
域
産
業
育

成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
行
わ
れ
た
も
の
づ
く
り

班
に
よ
る
調
査
・
研
究
で
は
、
阿
南
市
で

魅
力
的
な
産
業
を
生
み
出
す
た
め
の
土
壌

と
な
る
、
地
縁
を
生
か
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ

組
織
の
構
築
に
つ
い
て
の
提
案
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
阿
南
市
の
地
場
産
業
を
主
軸
に

据
え
て
、
市
場
や
連
携
先
と
し
て
期
待
さ

れ
る
関
西
圏
と
の
広
域
連
携
を
加
速
さ
せ
、

各
企
業
の
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
を
管
理
し
、

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
持
続
的
発
展
を
可
能

と
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と
し
て

取
り
組
ん
だ
の
が
「
ふ
る
さ
と
会
」
の
設

立
で
す
。
平
成
25
年
２
月
23
日
、
大
阪
大

学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
で
「
関
西
・
阿
南
ふ

る
さ
と
会
」
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
、
関

西
圏
域
に
在
住
す
る
阿
南
市
ゆ
か
り
の
方

な
ど
約
１
８
０
人
が
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
広
域
連
携
産
業
振
興
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
も
開
催
さ
れ
、「
阿
南
」
で
つ
な

が
る
企
業
が
、
講
演
会
や
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
で
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
と
と
も
に
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
き
た
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

ビ
ジ
ネ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
攻
の
倉

敷
哲
生
准
教
授
は
、
豊
か
な
自
然
や
農
林

水
産
業
な
ど
の
地
域
資
源
に
加
え
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
関
連
産
業
や
製
紙
業
を
は
じ
め
と
す
る

工
業
製
品
や
各
種
電
力
会
社
の
発
電
所
が

立
地
す
る
な
ど
、
他
の
地
域
に
は
無
い
す

ば
ら
し
い
特
長
を
持
っ
て
い
な
が
ら
も
、

H19.12.21 ●大阪大学大学院工学研究科と連携協力の包括協定締結

ものづくり まちづくり ひとづくり

１年目

H20.4～
H21.3

●活力ある産業都市づくり
●地域資源を生かしたものづくりとＰＲ　

阿南市の組織構造の提案と、LED や竹
資源を生かしたものづくりを検討

●地域資源を生かしたまちづくり
環境教育をテーマとした体験学習プログ
ラムの提案・企画

２年目

H21.4～
H22.3

●地域連携による関西圏での阿南市のＰＲ
ソーラー発電エコ足湯システムを特許申
請
吹田市イベントで出店し阿南市をＰＲ

●地域資源を生かした体験学習の具現化　
体験学習プログラムの実施（1 年目）

●プレミアムシンポジウム
阿南市内の中高生・高専生を対象に開催

（H21.8.27）

３年目

H22.4～
H23.3

●人材と技術のマネジメント
阿南市内の組織連携（ＪＡ、農家、ＬＥ
Ｄ応用製品メーカー）による植物工場シ
ステムの提案

●体験学習の持続発展
体験学習プログラムの実施（2 年目）

●職員のパーソナルネットワークとまちづ
くりの関連
阿南市と関西自治体との比較

●プレミアム講座
新野小、見能林小で阪大が出前授業を実
施（H22.9.29 ～ 30）

４年目

H23.4～
H24.3

●阿南市の地域資源と関西圏企業のものづ
くりの融合
広域連携による複合産業創出のための土
壌づくり（仕組み、人材）の提案

●地域防災プロジェクト
阿南高専・阪大で津波被害の聞き取り調査

●特別講演会「明日の阿南を考える」　
（H23.10.1）
●プレミアム講座

福井小、津乃峰小で阪大が出前授業を実
施（H23.11.29、12.6）

５年目

H24.4～
H25.3

●阿南市の地域資源を付加価値化する
コンセプトの提案

●地域特性・個人属性と交通行動との関連
分析

●関西・阿南ふるさと会設立に向けた意見
交換会

関西・阿南広域連携　産業振興シンポジウムの企画、開催（H25.2.23）へ

■阿南市と大阪大学大学院工学研究科ビジネスエンジニアリング専攻との連携協力推進事業の経過

平成23年度事業の成果を発表するものづくり班の大学院生 平成24年度事業の成果を発表する倉敷准教授（2月28日）

インキュベーションセンター

高槻電器工業㈱ ㈱バンブーケミカル研究所

　
東
京
・
阿
南
ふ
る
さ
と
会
に
続
い
て
、
２

月
に
関
西
・
阿
南
ふ
る
さ
と
会
が
誕
生
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
岩
浅
阿
南
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
市
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

阿
南
出
身
者
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
の
交
流
の

大
阪
に
も

　
ふ
る
さ
と
会
が
誕
生

関西・阿南ふるさと会
会長 岩淺壽二郎 さん
Profile  
大日本塗料株式会社取締役社長。
日本経済団体連合会の評議員をはじめ
日本塗料工業会理事を務める。

機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
存
在
す
る
同
様
の
会
は
、
往

時
の
ふ
る
さ
と
を
し
の
び
、
希
薄
化
す
る
出

身
地
と
の
関
係
を
少
し
で
も
つ
な
ぎ
と
め
て

ゆ
く
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
阿
南
ふ
る
さ
と
会
は
少
し
様
相
が

異
な
り
ま
す
。
阿
南
市
は
、
産
業
面
で
も
文

化
・
体
育
面
で
も
発
展
途
上
で
あ
り
ま
す
。

産
業
面
で
は
、
今
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
メ
ッ
カ
で
あ

り
、
そ
の
集
積
度
は
日
増
し
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
文
化
・
体
育
面
で
も
、
野

球
王
国
と
し
て
、
市
内
の
み
な
ら
ず
市
外
県

外
か
ら
も
愛
好
者
が
集
ま
り
、
各
種
の
大
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
を
し
の
ぶ
の

で
は
な
く
、未
来
を
楽
し
む
「
ふ
る
さ
と
会
」

に
発
展
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
十
分
に
生
か
し
き
れ
て
い
な
い

現
状
に
着
目
し
、
成
果
発
表
会
で
、
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
、
関
西
圏
と
の
広
域

連
携
や
異
な
る
産
業
間
の
融
合
（
阿
南
市

が
掲
げ
る
『
第
６
次
産
業
化
』
に
相
当
）

と
い
っ
た
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
活
性
化
に
対
す
る
一
つ
の
方

策
と
し
て
、
新
た
な
産
業
を
興
す
こ
と
が

有
効
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
企
業

や
団
体
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
新
ビ
ジ
ネ

ス
創
出
と
い
っ
た
成
功
例
は
思
っ
た
ほ
ど

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
効
率
よ
く
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性
を
広
げ
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
―
。
私
た

ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
重
ね
た
結

果
、『
地
縁
』
と
い
う
一
種
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
を
考
案
し
、

そ
れ
を
基
礎
と
し
た
広
域
連
携
・
産
業
振

興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
提
案
し
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
予
想
以
上
の
反
響

が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
興
す
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。『
同
郷
の
好よ

し
み』

が
、
地
元
あ
る
い
は
出
身
地
と
し
て
阿
南

を
思
う
人
々
に
よ
る
連
携
を
促
進
し
得
る

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
産
業

の
創
出
と
そ
れ
に
よ
る
雇
用
促
進
、
さ
ら

に
は
地
域
の
活
性
化
へ
と
、
今
後
ま
す
ま

す
発
展
し
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
」
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郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次

の
よ
う
な
障
が
い
の
あ
る
方
や
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護

状
態
が「
要
介
護
５
」の
方
は「
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
選

挙
管
理
委
員
会
に
申
請
が
必
要
で

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
手
帳
等

（
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
）

身
体
障
害
者
手
帳

障　害　名
障がいの程度

１級 ２級 ３級

両下肢、体幹、
移動機能の障害 ○ ○

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼう胱、直腸、小腸
機能障害

○ ― ○

免疫機能障害 ○ ○ ○
肝臓機能障害 ○ ○ ○

◎
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

（
特
別
項
症
～
第
３
項
症
）

◎
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５

に
該
当
す
る
方

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
22

－

３
７
９
１
）へ

○四国アイランドリーグplus
　15日㈯ 13:00～　徳島VS香川
　16日㈰ 13:00～　徳島VS愛媛

○野球観光ツアー
　 9日㈰　奥出雲マスターズ（島根県）

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

6月の日程 あぶない !
こんなに事故が

交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

241件（885）
0人（  1）

20人（129）

救急 件 数
搬送人員

265件（1,153）
251人（1,091）

火災
件 数
損 害 額

2件（ 11）
1,148千円

（5,815千円）
●阿南署管内平成25年４月分合計
　カッコ内は1月からの累計

ＦＭ徳島パーソナリティーの近藤公美さんが、
阿南市民の横顔を紹介！ラジオを聞いてリス
ナープレゼントを GET しよう！

６月のゲスト（予定）
 6日　住友菖蒲園　住友義博さん（那賀川町）
13日　食生活改善推進員　吉岡厚子さん（羽ノ浦町）
20日　AWAがん対策募金理事長　勢井啓介さん（西路見町）
27日　北の脇海水浴場組合長　玉井　操さん（横見町）

問い合わせは　商工観光労政課（☎22－3290）へ

毎週木曜日　16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組
GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

選　　考　
１次（書類審査）７月１日㈪
２次（面接審査）７月下旬
※２次選考の日程は１次選考
　終了後にご連絡します。

業務内容　
・イベント等での物産・観光ＰＲ
・マスコミ等への表敬訪問
・市のＰＲに有効な行事への参加

募集期間　６月３日㈪～28日㈮　※当日消印有効
募集人員　１人
任　　期　１年
応募資格　次のすべての要件を満たす方

・県内在住で、満18歳以上の方（平成25年４月１日現在）
・平日、休日を問わず行事に参加できること
・ほかのコンテスト等に入賞していないこと
・芸能プロダクション等に専属契約をしていないこと

応募方法　応募用紙（市ホームページからダウンロードでき
ます）に必要事項を記入のうえ、正面上半身のカラー写真
１枚を添えて、阿南市観光協会まで提出してください。応
募書類は返却しません。
※いただいた個人情報は目的以外には使用しません。
〒774-8501　富岡町トノ町12番地3

市商工観光労政課内　阿南市観光協会
賞 金 等　
　光の天使に選ばれた方には賞状と賞金を贈呈します。
問い合わせは　阿南市観光協会
　　　　　　　（商工観光労政課内☎22－3290）へ

〝光のまちあなん〟をＰＲ
第10期 あなん「光の天使」募集

■展示コーナー　10:00 ～ 20:00
　※初日は12:00から、最終日は15:00まで。
○サンキャッチャーとフラワーアート展　

６月９日㈰まで
○ほのぼの色鉛筆画展
　６月11日㈫～23日㈰
○プチフラワー・たぬき工房　
　６月25日㈫～７月６日㈯13：00まで

■体験コーナー
○コラージュフラワー

６月２日㈰　10:30～15:00
【参加費】2,000円
【持ってくる物】はさみ、木工ボンド（速乾用）
○阿波踊り活竹人形

６月22日㈯　13:00～15:00
【参加費】600円　  【定員】20人　
【申込締切日】６月20日㈭ 
○香りのバスケット

６月29日㈯　13:00～15:00
【参加費】500円　  【定員】30人　
【申込締切日】６月27日㈭

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
常時開催中 !

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24－3141）へ

光
６月の催し

のまちステーションプラザ

地
域
産
業
活
性
化
の
カ
ギ
は

人
材
育
成
と
若
者
の
定
住

　

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

社
会
、
経
済
が
高
度
化
・
複
雑
化
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
い
っ
そ
う
進
展
す
る
中
で
、

今
後
も
地
域
産
業
が
競
争
力
を
維
持
・
強

化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
な
社
会
の

要
請
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
や
若
者

の
定
住
が
不
可
欠
で
す
。

　

高
等
教
育
研
究
機
関
に
あ
っ
て
は
、
卒

業
生
の
多
く
は
や
が
て
就
職
し
社
会
に
出

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
生
の
と
き
か
ら

地
域
産
業
に
対
す
る
基
礎
知
識
を
高
め
て

お
く
こ
と
は
、
ま
ち
へ
の
愛
着
を
育
み
、

ま
ち
に
住
む
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
５
年
一
貫
制
の
実
践
的
・
創

造
的
技
術
者
等
の
養
成
と
い
う
教
育
目
標

や
、
早
期
か
ら
の
体
験
重
視
型
の
専
門
教

育
等
の
特
色
を
持
つ
阿
南
高
専
は
、
応
用

力
に
富
ん
だ
実
践
的
・
創
造
的
技
術
者
等

を
養
成
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
教
育
機
関
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
契
機
と
し
、
同
校
で
は
、
社
会
か
ら

の
専
門
教
育
の
養
成
に
素
早
く
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
「
１
学
科
５
コ
ー

ス
制
」
の
導
入
に
向
け
て
、
学
科
再
編
構

想
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動

き
を
い
っ
そ
う
加
速
さ
せ
よ
う
と
、
阿
南

市
と
阿
南
商
工
会
議
所
は
、
阿
南
高
専
に

対
し
て
、
現
在
の
学
科
に
加
え
て
「
化
学

系
分
野
を
専
門
と
す
る
技
術
者
養
成
課
程

（
化
学
コ
ー
ス
）」
の
設
置
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。
阿
南
商
工
会
議
所
若
者
定
住
促

進
委
員
会
委
員
長
の
西
野
賢
太
郎
さ
ん
は
、

「
阿
南
市
お
よ
び
徳
島
県
内
で
は
、
日
亜

化
学
工
業
㈱
や
大
塚
化
学
㈱
を
は
じ
め
、

ケ
ミ
カ
ル
系
企
業
が
目
覚
ま
し
く
成
長
し

て
い
る
一
方
、
少
子
化
の
な
か
で
地
元
企

業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
若
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
高
度
技
術
者
を
養
成
す
る
阿
南

高
専
で
の
化
学
系
コ
ー
ス
の
新
設
は
、
雇

用
の
良
好
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
と
と
も

に
、
若
者
定
住
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

阿
南
高
専
の
学
科
再
編
は
、
早
け
れ
ば

平
成
26
年
度
に
実
現
す
る
見
込
み
で
、
今

後
に
お
い
て
も
産
学
官
が
連
携
を
図
り
つ

つ
、
そ
の
人
材
育
成
機
能
を
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

日
常
的
な
連
携
と
環
境
整
備

　
「
知
」
の
時
代
に
お
い
て
、異
な
る
「
知
」

の
組
み
合
わ
せ
や
融
合
を
通
じ
て
新
た
な

「
知
（
新
し
い
価
値
）」
を
創
造
し
活
用
す

る
人
々
や
組
織
の
多
様
な
営
み
が
、
進
展

す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
下
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
や
技
術
革
新
の
基
礎
と
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
、
経
済
活
動
を
支
え
る
産
業
界
と

教
育
・
研
究
を
担
う
大
学
等
と
の
日
常
的

な
「
産
学
官
連
携
」
を
推
進
す
る
こ
と
が

極
め
て
有
意
義
で
あ
り
、
地
域
経
済
、
社

会
の
発
展
を
支
え
る
た
め
に
育
成
・
輩
出

さ
れ
た
人
材
が
、
経
済
活
動
の
中
心
を
担

う
こ
と
が
産
業
界
に
と
っ
て
の
第
一
の
期

待
と
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
知
」
の
創
造

や
活
用
に
対
し
て
積
極
的
に
産
学
官
連
携

に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
産
業
界

や
大
学
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
産
学
官

の
よ
り
い
っ
そ
う
の
連
携
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

阿南高専の吉田校長に要望書を手渡す岩浅市長（3月26日）

大阪大学大学院を訪問した阿南商工会議所若
者定住促進委員会の皆さん。今後の連携によ
る可能性について協議しました。（４月24日）

シンポジウムのようす 企業パネル展示のようす ふるさと会設立総会であいさつする岩浅市長
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